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国際文化交流を推進する国際交流基金、 

第４１回 国際交流基金賞 授賞式、レセプションのご案内  
 

～受賞者である入江 昭ハーバード大学名誉教授、舞踏カンパニー山海塾、 

泰日経済技術振興協会を迎え、１０月１５日（火）１８：００よりホテルオークラにて実施～ 
 

 世界の全地域において総合的に国際文化交流事業を実施する日本で唯一の専門機関である国際交流基金

（ジャパンファウンデーション）では、1973 年以来、毎年、学術、芸術などの文化活動を通じて、日本と海外の相

互理解の促進に長年にわたり顕著な貢献のあった個人または団体に対し、「国際交流基金賞」を授賞していま

す。このたび、第４１回目の授賞となる 2013 年度の受賞者が決定しましたので、以下の概要で授賞式を執り行

います。 

皆様ご多忙中とは存じますが、万障お繰り合わせのうえご臨席くださいますようお願い申し上げます。 

 

 

＊ご多忙中誠に恐縮ではございますが、10 月 8 日（火）までに、Fax:03-5269-2390 または、e-mail：

japanfoundation@japan-pri.jp 宛まで出欠のご連絡いただけますよう、お願い申し上げます。 

 

                                記 

◎日 時 2013 年 10 月 15 日（火）18：00～21：00 （受付開始 17:15） 

 ◎会 場 ホテルオークラ東京 本館 1 階 平安の間  

(東京都港区虎ノ門 2-10-4、TEL: 03-3582-0111)   

 ◎地 図 URL: http://www.hotelokura.co.jp/tokyo/information/access/ 

◎当日の式次第 

授賞式：18：00～18：45 

開会 

挨拶   国際交流基金 理事長 安藤 裕康 

受賞者紹介 

国際交流基金賞選考委員会 委員長 宮内 義彦 

中央大学法学部 教授、清華大学日本研究センター 教授 李 廷江  

舞踊評論家 石井 達朗 

日・タイ経済協力協会 理事長 水谷 四郎 

授賞 

受賞者挨拶 

ハーバード大学 名誉教授 入江 昭 

山海塾 主宰 天児 牛大（あまがつ うしお） 

泰日経済技術振興協会 会長 スッチャリット・クーンタナクンウォン 

閉会 

レセプション：19：00～21：00 

            以上 
 

【本件に関するお問合せ】 

国際交流基金 情報センター 横田、宮田 

TEL:03-5369-6075  FAX：03-5369-6044 e-mail：kikinsho@jpf.go.jp 
 

【本件に関する取材のお申込み】 

国際交流基金賞 広報担当 日本パブリックリレーションズ研究所 横田、棚瀬、高野 

TEL:03-5368-0911  FAX: 03-5269-2390  e-mail：japanfoundation@japan-pri.jp 



 

 

2013 年度 国際交流基金賞 受賞者プロフィール 

 

◆入江 昭（ハーバード大学名誉教授）【日本】 

Akira Iriye (Professor Emeritus, Harvard University） [Japan]     
1934 年 10 月 20 日生まれ。成蹊高校卒業後、1953 年に財団法人グルー基金奨学生として渡米。1957

年ハバフォード大学卒業、61 年ハーバード大学院歴史学修了、博士号取得。専攻はアメリカ外交史。日

本出身のアメリカ合衆国の歴史学者として長年にわたって活躍してこられました。思想・文化の影響力

を重視するアプローチを特色とし、一国の外交史研究を超えた多国間の視点とその相互作用を組み込む

「国際史」研究を提唱、「アメリカのディプロマティックヒストリーのありかたを変えた一人」と称さ

れています。日本出身者として初めてアメリカ外交史学会会長やアメリカ歴史学会会長を務める等、「海

外で活躍する日本人」として日米交流におけるパイオニア的存在であることが高く評価され、今回の授

賞が決定しました。 
 
 

◆山海塾【日本】 SANKAI JUKU  [Japan] 
山海塾は、1975 年に主宰・天児牛大（あまがつ・うしお）氏によって設立された舞踏カンパニー。

現在、9名の男性舞踏手が所属。1980 年より海外公演を開始し、アジア、欧州、南米、北米の世

界 44 カ国のべ 700 都市以上で公演を重ねてきました。主にフランスを拠点として、およそ 2年

に 1 度のペースで新作を発表しつづけています。従来の西洋の舞踊が動的な美であるのに対し、

舞踏は、地球の重力を感じるようにゆったりと舞い、人間の内的本質に迫るものです。身体言語

に基づき洗練されたきめ細やかな動きは独自の表現形態を創りあげてきました。作品が、世界の

さまざまな文化圏で支持され、評価を得ていることから、今回の授賞が決定しました。演出･振

付のほか、空間や衣裳のデザインは総合的に主宰が創作しています。作品『遥か彼方からの―ひ

びき』が舞台芸術賞「ローレンス・オリヴィエ賞」の最優秀新作ダンス作品賞を 2002 年受賞。            

 
 

◆泰日経済技術振興協会 【タイ】                   

Technology Promotion Association (Thailand-Japan)  [Thailand] 
1973 年、日タイ貿易摩擦による対日感情の悪化を憂えた元日本留学生・研修生が中心となり、タイ国の
経済発展のため、日本からタイへの技術移転、人材育成を目的に設立された公益法人。技術セミナー研
修、工業計測機器・実験機器の校正、WEB ビジネス事業等の各種事業を展開する他、年間 8千人以上の
受講者を擁するタイ国内で最大の民間日本語学校を運営し、開校以来 40 年間で延べ 20 万人を超える日
本語講座修了生を輩出してきました。あわせて、日本語教材・辞書や日本文化関連書籍の制作・出版、
日本語教師向け研修・セミナーの実施、日本語スピーチ・コンテストや日本文化フェスティバルの開催
等、同国における日本語の普及・振興に大きく貢献しています。また、2007 年には日本語を必修とした
工学系私立大学の泰日工業大学（TNI）を開学し、2011 年に 225 名の第一期卒業生を送り出しました。
在留邦人に対するタイ語教育でも同国内最大の機関であり、日タイ両国間における国際交流および人材
育成に大きな役割を果たしてきたことが高く評価され、今回の授賞が決定しました。 
 
 

＜国際交流基金賞について＞ 
国際交流基金では、設立翌年の1973年より毎年、学術、芸術その他の文化活動を通じて、国際相互理解の増

進や国際友好親善の促進に長年にわたり特に顕著な貢献があり、引き続き活躍が期待される個人または団体

に国際交流基金賞を贈呈しています。第 40 回の昨年度には、フランス国立東洋言語文化大学 日本語／日本

文化学部・大学院、作家／翻訳家の村上 春樹氏、米日カウンシル プレジデントのアイリーン・ヒラノ・イノウエ

氏がそれぞれ受賞されました。 

 
＜国際交流基金について＞ （URL： http://www.jpf.go.jp/j/index.html） 
国際交流基金（ジャパンファウンデーション）は世界の全地域において、総合的に国際文化交流事業を実施す

る日本で唯一の専門機関です。1972 年に外務省所管の特殊法人として設立され、2003 年 10 月 1 日に独立行

政法人となりました。国内に本部（東京・新宿）と京都支部、2つの付属機関（日本語国際センターおよび関西国

際センター）、海外 21 カ国に 22 の海外拠点を持ち、文化芸術交流、海外における日本語教育および日本研

究・知的交流の 3 つを主要活動分野として、世界の人々と日本の人々の間でお互いの理解を深めるため、さま

ざまな企画や情報提供を通じて人と人との交流をつくりだしています。 
  



 

【参加申込書】 

第４１回 国際交流基金賞 授賞式 レセプション 
日時：１０月１５日（火）１８：００ 場所：ホテルオークラ 

FAX 送信先：03-5269-2305   

日本パブリックリレーションズ研究所 担当：横田、棚瀬、高野  
 

◎日 時 2013 年 10 月 15 日（火）18：00～21：00 （受付開始 17:15） 

 ◎会 場 ホテルオークラ東京 本館 1 階 平安の間  

(東京都港区虎ノ門 2-10-4、TEL: 03-3582-0111)   

 ◎地 図 URL: http://www.hotelokura.co.jp/tokyo/information/access/ 

 

＊ご多忙中誠に恐縮ではございますが、10 月 8 日（火）までに、e-mail：japanfoundation@japan-pri.jp または、

Fax:03-5269-2390 宛まで出欠のご連絡いただけますよう、お願い申し上げます。 
 

ご出欠 
 授 賞 式   18：00～18：45 □ご出席    □ご欠席 

 レセプション 19：00～21：00 □ご出席    □ご欠席 

撮影 希望する  □ＶＴＲ   □スチール  

貴社名  

ご所属  

貴媒体名  

ご芳名  

ご住所  

TEL/FAX 
 

MAIL 
 

通信欄 

[インタビューや取材のご希望がありましたら、ご連絡下さい] 

  
【本件に関するお問合せ】 

国際交流基金 情報センター 横田、宮田 

TEL:03-5369-6075  FAX：03-5369-6044 e-mail：kikinsho@jpf.go.jp 
 

【本件に関する取材のお申込み】 

国際交流基金賞 広報担当 日本パブリックリレーションズ研究所 横田、棚瀬、高野 

TEL:03-5368-0911  FAX: 03-5269-2390  e-mail：japanfoundation@japan-pri.jp 
 


